


なかった。初めは自分の力のなさを痛感したが、取材を重ねていくたびに、緊張に

よる手の震えは少なくなってきたので、成長を実感している。 

○取材によって、企業や NPOの良いところを探す訓練ができていたので、就職活動に

おいて自己アピールを考える際は、自分の良いところを探す役に立った。 

○私は、感情があまり表に出ない印象を持たれているが、記事を読んだ方から「すご

く感受性が豊かな文章だ」と言っていただけたときは嬉しかった。 

○「ガクレポ」では、受身で学ぶだけではなくて、自分たちが主体的になって活動し

ていけるところがよかった。 

（社会人の方のご意見） 

○小さな成功体験によって、学生の自己肯定感を伸ばすことができると考えている。

同時に、フラットな学生の目で企業や NPOの価値を発見し、発信することによって、

企業や NPO側も、自分たちが本来持っている価値を自己認識することができると考

えている。 

○地域情報誌の編集の際、初めは社会人としてのホウレンソウができなかったり、レ

スポンスが遅かったりしたが、回数を重ねるごとに改善されてきた。 

 

Ｑ．学生のみなさんに、地域に貢献する活動にもっと関与してもらうにはどうすれば

よいか？ 

○「ガクレポ」の活動の認知度を上げるとともに、他の大学でも参加する学生を増や

して、支部をつくれば、活動が広がって行くのではないか。 

○組織が大きくなってメンバーが増えたときでも、レポーターとして、自分たちの意

識を高く持つとともに、スキルを上げることが重要である。スキルを上げるための

勉強会については、外部の方にサポートしていただきたい。 

○学生の団体だと信用性が低いと思わるので、知事又は県から公認をいただきたい。 

○取材に行くというサイクルを止めず、サイクルを回し続ければ、他の学生とつなが

る可能性が大きくなると思う。 

○地盤が固まった組織だと魅力的に見えるため、組織の地盤を固めることが大事だと

思う。 

○「ガクレポ」に参加することで、どんなメリットがあるのかを明確にして PR する

必要がある。 

（社会人の方のご意見） 

○今年度は、資金面の管理も含めて自分たちで意思決定できるよう体制づくりに取り

組んでいる。今後は、卒業して県内企業や近隣県企業に就職した方に、コーチとし

てサポートしてもらうことも考えている。 

○企業や NPOが記事を書いてほしいと求めてくれることで、学生のモチベーションを

高めることができ、さらに活動に関わっていきたいという人が増えるのではないか。

そのためには、記事を発信する媒体が必要だし、記事の質も向上させる必要がある。 

 

Ｑ．最後に、知事に聞いてみたいことはないか。 

○政治家に興味を持っているが、どんなキャリアを積んでいけば政治家になれるか？ 

（知事）どんなキャリアか限定しない方が、たくさんの多様な政治家が生まれて、国




